
東北6県の代表小学校が
地域の水土里について考えます

入場無料

＜お問い合わせ・参加申し込み先＞東北農政局整備部設計課 TEL 022-263-1111（内線4343） FAX 022-216-4287

と き：平成20年11月29日（土） ところ：仙台国際センター 大ホール
12:30～16:00
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｢水土里」とは 豊かな自然、美しい景観を意味し、きれいな水・空気など
清らかなイメージを表現しています。

「土」：農地、安全で安心な食べものを作るなど

「水」：農業用水、きれいな水、うるおいなど

「里」：農村空間、豊かな自然、美しい景観、やすらぎなど
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「水・土・里」は、安全で安心な食べ物を作り出すとともに、水をためて洪水を防いだり、夏の暑さを
やわらげたり、生き物のすみかとなるなど、いろいろな働きがあり、皆さんの生活にとって、とても大
切なものです。

しかし、現在農村では、農家の高齢化やゴミの投棄など様々な問題が出てきており、農地や水や
農村環境を農家だけで守っていくことが難しくなってきています。

そこで、これまで築き上げられてきた「水・土・里」を農村だけのものではなく、“みんなの宝として未
来へつないでいくにはどうすればいいのか”を子どもたちの発表も交え一緒に考えましょう。
是非ご参加下さい。

2008 東北こどもサミットin仙台 「守り育てよう！ぼくらの水土里」
み ど り

みどり

平成20年11月29日（土） 12:30～16:00
仙台国際センター 大ホール

交通のご案内（仙台駅から約２㎞）
仙台駅前（西口バスプール９番乗り場）より乗車
博物館・国際センター前下車（所要時間約10分）

2008東北こどもサミットin仙台 「守り育てよう！ぼくらの水土里」 お申し込みシート

参加を希望される方は、必要事項を記入の上、ＦAX:022-216-4287 まで本紙を送信下さい

氏名
(代表者)

（他 名） 年齢 歳 職業

住所 〒

電話番号

とき・ところ

プログラム

○出会い・ぬくもり・命輝き！永遠のふるさと遠野
遠野ふるさと体験協議会ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 菊地 新一 氏

○地域の環境を守る東北の子供たち
東北農政局整備部農地整備課 畠山 順

○青森県 鶴田町立 水元中央小学校 「ＷＥ ＬＯＶＥ 鶴田町 !」
○岩手県 一関市立 本寺小学校 「わたしたちの水･土･里 ～ふるさと本寺再発見～」
○宮城県 加美町立 宮崎小学校 「メダカの学校 びおとーぷ」
○秋田県 美郷町立 仙南西小学校 「お米博士になろう！

～米作りから見えてきた地域の自然環境～」
○山形県 鶴岡市立 羽黒第二小学校 「ふるさとの川と山での学習レポート」
○福島県 桑折町立 睦合小学校 「田んぼへ行こう！ 体験 ザ・田んぼの学校」
◎コーディネーター 仙台市立高砂小学校教頭 川村 達 氏

①事例発表

②事例紹介

子どもたちと一緒に地域の水土里について考えます。

◎コーディネーター 仙台市立高砂小学校教頭 川村 達 氏
◎パネリスト 遠野ふるさと体験協議会ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 菊地 新一 氏

水土里ネット加美ほ場整備課長 渡辺 哲 氏

○「骨寺村の歴史」 一関市立本寺小学校

④パネルディスカッション

③水土里の紙芝居
ほねでら


